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① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 Ⅴ都市基盤の充実 
事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

人口減少や節水機器の普及などにより、水需要

が減少して給水収益の減少が見込まれる一方で、

今後は施設や配水管の老朽化が進み、更新費用が

かさんでいきます。 

また、不安定な社会情勢の影響を受け、動力費

や薬品費などが高騰し、水道事業における経営は

厳しい状況が続いていきます。 

給水収益の減少については、新規加入者などを

対象とした加入分担金の減免や基本料金の減免を

実施し、加入者の増加に努めます。 

また、水道事業の広域化、共同化、施設のダウンサ

イジングや廃止を検討し、施設や配水管の更新費

用や維持費用の抑制に繋げていきます。 

施策の目標 
３快適な都市環境の整備を

進める 

施策 ４上水道 

施策内容 水道事業運営の適正化 

その他、根拠法令 

及び分野別計画等 
水道法 

事務事業名 水道事業運営の適正化 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ７活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ７目標値 Ｒ８目標値 

Ｒ７実績値 Ｒ９目標値 

分担金減免 

（Ｒ７） 
新たに水道に加入された方に対し、加入分担金のう

ち 30,000 円を減免する。 給水戸数（戸） 
22,000 ―   

千円 
  

千円 22,035 ― 

水道加入促進に係る 

料金免除 

（Ｒ７・８・９） 

新規に加入された方、または増径された方に対し、

水道料金の基本料金 1,885 円を 1年間減免する。 給水戸数（戸） 
22,000 22,050   

千円 
  

千円 22,035 22,100 

スマートフォン決済に

よる収納率向上 

（Ｒ７・８・９） 

すべての水道使用者 収納率（％） 
94.50 97.0   

千円 
  

千円 96.7 97.3 

広域連携・調整会議 水道事業者 － 
― ―   

千円 
  

千円   ― 

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

 

④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ７実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

純利益 
△8,575千円 

（R9年度） 
△27,898千円 

給水戸数は、分担金減免や使用料金免除な

どの加入促進事業により目標を達成しまし

た。給水戸数は増加傾向であるものの、一世帯

あたりの人数減少のため、水道料金収益は減

少傾向です。当年度において、収益はわずかな

減少に留まったものの、物価高騰による費用

増加のため、純損失を計上することとなりま

した。 

なお、スマートフォン決済の利用率はおよ

そ 10％で、利用率は上昇傾向です。収納率の

増加に繋がるよう、引き続き利用者の利便性

向上に向けた支払い方法を検討していきま

す。 

☐コスト ☐活動 ☐成果 ☐その他 

今後の方向性 

      
今後も人口減少による収益の減少や、物価

高騰、施設更新費用による費用の増加傾向は

続くと思われます。さらに、令和 10年度の水

道事業広域化の向けた準備のため、今後大幅

な費用の増加が予測されています。しかし、令

和 10年度からは広域化の経営統合によって費

用の抑制が見込まれています。 

      

      

      

 


